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1．問題の所在と本研究の目的  
本研究は、グローバル化の加速する現代において、日本語を学ぶ子どもたち 1へのことば
の教育がどのように実践されるべきなのかを、筆者自身の教員経験を通して考察するもの
である。従来子どもたちへのことばの教育は、今現在どのような学校に在籍しているのか
によって規定されてきた。このような教育のあり方は、今いる学校という固定的な場所に
定着することこそが正常であるという視点に立ったものである。本研究では、このような
従来の視点に問題提起し、複数言語環境で生きる子どもの生活世界 2という視点から実践を
構想することの重要性を主張する。子どもたちの生活世界とは、決して今いる場所に限定
されるものではなく、移動の経験、言語使用、言語学習の経験などに対する複雑な認識と
感情によって構成されていると考える。  
本研究は、筆者自身の教員経験が出発点となった。日本の公立学校、海外の日本人学校、
日本の外国人学校という異なる教育現場を移動するなかで、筆者は、子どもたちの多様な
生活世界の現実を知った。そして、彼らの生活世界に対する認識と感情は、たとえ校種が
異なっていたとしても、日本語を学ぶ子どもたちに共通するものであるということに、徐々
に気がついていった。自らの言語資源とどう向き合うのかに葛藤する子どもや、世界中を
移動しながら生きる自分をどう語るべきかに悩む子どもなど、子どもたちは今いる場所と
いう狭い枠組みのなかではなく、より広い世界を認識し、さまざまな感情をもって生きて
いる。その認識と感情は、どのような学校に通っているのかによって決まるのではなく、
子どもたちが移動しながら生きているという現実や、複数の言語を学んだり使ったりして
いるという生活世界によるものである。しかしながら、従来の年少者日本語教育研究では、
今いる学校という枠組みのなかだけで実践が議論されてきた。それゆえ、筆者の経験した
三つの学校現場は、日本語を学ぶ子どもたちを育てているという共通性をもちながらも、
全く異なる領域として扱われ、同時に議論されることは、ほとんどなかったのである。  
そこで、従来の限定的な視点から脱却し、子どもたちの生活世界という視点から、固定
的な場所にとらわれない教育のあり方をめざすことが必要である。そのために、本研究で
                                                 
1 本研究における日本語を学ぶ子どもとは、日本語を含む複数の言語を学びながら成長する子どものことを
意味する。本研究では、「複数言語環境で生きる子どもの生活世界」というテーマに対して、年少者日本語
教育の立場からアプローチしていく。それゆえ、本研究の対象となるのは、日本語を含む複数の言語を学び
ながら育つ子どもたちということになる。  
2 本研究における生活世界とは、日本語を学ぶ子どもたちが日々の生活のなかで、ことばを通してさまざま
なことを知覚したり経験したりしながらつくり上げている日常の世界のことを意味する。本研究において、
子どもたちの生活世界のあり様を捉えようとする教師自身も、子どもたちと日常の生活をともにする存在で
あり、この生活世界の一部として含まれているものであると考える。  
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は筆者の経験した三つの学校現場を同時に議論することによって、年少者日本語教育研究
の課題を、日本語を学ぶ子どもたちすべてに関わる課題として議論する。以上をふまえ、
年少者日本語教育実践が、従来の限定的な枠組みを脱却し、子どもたちの生活世界を視野
に入れた新たな教育実践へと転換していくためには、どうすればよいのかを探究すること
が本研究の目的である。  
子どもたちの生活世界という視点から実践を考察していくにあたり、本研究では、人と
ことば、そして社会との関係を新しいパラダイムで捉えようとするポスト構造主義の立場
から議論を進める。具体的には、（ 1）「移動する人々」の視点に立つこと、（2）学習者の
アイデンティティを動態的な視点から捉えること、（3）個人の言語能力を「複言語・複文
化能力」の視点から捉えること、という三つの立場に立つ。この背景にあるのは、子ども
個人の生活世界に対する認識と感情に着目することの重要性である。従来の固定的な場所
から実践を考察するパラダイムでは、多様な生き方をしているはずの子どもたちを「外国
人児童生徒」「海外子女」「JSL の子ども」などの集団的な枠組みのもとで分類してきた。
しかし、現代のグローバル化にともなう人々の国際移動と、その結果生じた社会の流動化・
混淆化によって、人々がどこかに定住することこそが正常であると考えたり、人々のアイ
デンティティをどこかに帰属する過程で構築されるものと捉えたりすることはできなくな
った。また、人々の言語使用や言語学習を考える際にも、人と人との関係性や場の状況、
個人の多様な言語資源といった複雑な側面を無視することはできないという見解が強まっ
ている。ゆえに、「母語話者」と「非母語話者」を前提とした従来の見方から脱却し、人々
の複言語使用を視野に入れたうえで、教育実践を構想していくことが重要なのである。  
 
2. 年少者日本語教育研究の課題と本研究の視座  
本研究の立場から、これまでの年少者日本語教育研究を振り返ると、具体的にどのよう
な課題が見えるのか。ここでは、前述の三つの学校現場における実践がどのような前提で
進められてきたのかを検討するために、それぞれの学校現場に関する先行研究を概観する。 
まず、日本の公立学校に関する先行研究から見えてきたのは、日本語を学ぶ子どもたち
が「ニューカマー」や「外国人児童生徒」といった既存の枠にまとめられたうえで実践が
議論されてきたということである。子どもたちのことばの問題についても、学校の規範や
教師側の問題として語られていたり、日本語母語話者の子どもと比較した、日本語能力の
不十分さに焦点が当てられたりするばかりで、子どもたちが接している複数の言語を含め
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た言語生活の全体へ目が向けられることもなかった。  
また、海外の日本人学校に関する先行研究でも、子どもたちは「海外子女」として扱わ
れ、いずれ日本に帰国することを前提とした教育が行われてきたため、子どもたちが移動
しながら生きているという現実に目が向けられることは、ほとんどなかった。また、多様
化する子どもたちの実態をふまえ、「日本人になっていくこと」を子どもの主体性に任せよ
うとする動きもあるが、日本への帰国が前提となっているため、「日本語を話す日本人」と
いう所与の事実がかぶせられたうえで教育のあり方が検討されているという問題があった。 
そして、日本の外国人学校（中華学校）では、多様化する子どもたちの実態を尊重し、
国籍にとらわれず、また、日本語や中国語といった言語資源にも優劣をつけない教育実践
のあり方が重視されていることが分かった。しかしながら、子どもたちのことばの教育は、
日中バイリンガルを育成するための授業時数や、カリキュラムの比較検討といった議論に
留まっている。また、子どもたちのアイデンティティについても、具体的な実践レベルで
の考察が行われていないという問題が残っていた。  
このように、三つの学校現場における先行研究では、その学校や地域、国に「適応し、
定住すること」を前提とした枠組みで実践が検討されていた。そのような枠組みのもと、
子どもたちは既存のカテゴリーに集約され、日本語以外の言語資源にもほとんど目が向け
られないまま実践のあり方が語られてきたのである。また、子どもたちのアイデンティテ
ィに関しては、「日本語を話す日本人」といった所与の事実を前提として議論が行われてい
た。さらに、子どもたちのことばの力について考える際には、「日本語母語話者」の子ども
と比較したうえで、日本語能力の低さや不十分さばかりが着目されてきたのであった。  
以上をふまえ、上記の課題を乗り越えていくための本研究の視座を、（1）子どもたちの
言語生活を捉え、全人的な発達を支えることばの教育を実践すること、（2）実践における
子どもたちのことばの学びとアイデンティティ構築の様相を具体的に明らかにすること、
（3）実践者のことばの力の捉え方を問い直し、実践を再編成していくこと、の三点から
考察した。そのうえで、本研究で取り組んでいく研究課題を次のようにまとめた。  
【本研究の課題】  
1. 子どもたちの「言語生活」を捉えた教育実践とはどのようなものか。  
2. 子どもたちの「ことばとアイデンティティ」を支える教育実践とはどのようなものか。 
3. 子どもたちの「ことばの力」を捉え直し、実践を再編成するとはどういうことか。  
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3．研究方法  
本研究では、これまで筆者が移動してきた学校現場である、日本の公立学校「A 小学校」
（仮名）、海外の日本人学校「シンガポール日本人学校」、日本の外国人学校（中華学校）
「横浜中華学院」をフィールドとして、実践研究の考え方に依拠しつつそれぞれの学校に
おける実践を記述していく。筆者と各フィールドとの関わりは、表 1 のとおりである。  
【表 1 筆者とフィールドの関わり】  
学校  期間  立場  担当業務  
公立 A 小学校  
2010 年 10 月  
～2013 年 3 月  
日本語指導員  
在籍学級への入り込み   
指導・放課後の個別指導  
シンガポール日本人学校  
2013 年 4 月  
～2016 年 3 月  
小学部専任教員  学級担任  
横浜中華学院  2016 年～現在  
専科教員  
（日本語科）  
小学部・中学部・  
高等部の日本語科  
 
では、なぜ三つの学校現場を議論しなければならないのか。それは、日本語を学ぶ子ど
もたちが、すでに学校という枠組みの範疇を超えて生きているからであり、子どもたちの
視点から実践を立ち上げていくためには、彼らがいかに既存の枠組みにとらわれない生活
世界を生きているのかを描くことが不可欠だからである。その姿を通して、子どもたちが
どのような生活世界を生き、どのような認識と感情をもっているのかを明らかにしたうえ
で、年少者日本語教育研究の課題を、日本語を学ぶ子どもたちすべてに関わる課題として
俯瞰的に議論していくことが必要であると考えた。そこで、筆者が三つの学校現場を経験
し、このような問題意識をもった現在から各学校現場での実践を回顧的に振り返るという
手法で研究を進める。その際、一つひとつの学校現場に身を置きながら考えていたことや、
それぞれの実践から見えてきたことと各研究課題とのつながりを考慮し、研究課題 1 を「公
立 A 小学校」、研究課題 2 を「横浜中華学院」、研究課題 3 を「シンガポール日本人学校」
における具体的な実践を通して検討する。そのうえで、それぞれの学校現場における実践
から得られた知見をもとに、その他二つの学校現場における実践を改めて検討することに
よって、総合的な考察を行うという手順で研究を進めていく。  
 
4．研究課題 1―子どもたちの「言語生活」を捉えること  
まず、研究課題 1「子どもたちの言語生活を捉えた教育実践とはどのようなものか」と
いうことについて検討する。この課題を検討するために、東京都内の「公立 A 小学校」に
おける児童エル（仮名）を対象とした約 1 年 5 か月間、計 80 回の日本語支援実践を振り
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返った。筆者は、日本語指導員として、エルの在籍学級への入り込み指導と放課後の個別
指導を週 1 回 90 分（45 分×2 コマ）行った。エルの言語生活を捉えるために、家庭、学
校、日本語教室の文脈に着目し、そこでのエルの様子を最もよく知ると思われる、両親、
学級担任の教員 2 名、実践者（筆者）の視点を通して分析を進めた。その際、エルの言語
資源である英語と日本語を、エルがどのように学んだり使ったりしているのか、そして、
それがどのように変化していったのかを追った。そのうえで、エルの言語生活と、筆者の
デザインした教育実践がどのように関わっていたのかを分析した。  
分析の結果、父親の出身国である X 国（英語圏）への移住が決まった時期から、エルの
言語資源に対する向き合い方が大きく変化したことが分かった。実際に移動する経験をし
たり、自分が移動するということを強く実感したりしたことによって、エルの心のなかで
英語を使うことの意味が大きくなっていき、日本語を学ぶ意味を感じられなくなっていっ
たのである。このようなエルの様子から、筆者は、エルが自分なりに日本語を学ぶ意味を
見つけることができるような実践を展開することを試みた。その結果、エルは自分なりに
日本語を学ぶ意味を徐々に見出していくように見えたが、その一方で、そのようなエルの
様子は、どの文脈においても統一的に捉えられるものではないということが分かった。  
考察から、子どもの言語生活を捉えることは、子どもが自分の言語資源をどのように学
んだり使ったりしているのか、という主観的な意味づけを理解しようとすることであると
示唆された。この主観的な言語資源の意味とは、移動にともなうさまざまな経験と、その
なかで揺れ動く子どもの複雑な感情とともに変化していったのである。また、この主観的
な意味づけとは、常に統一的に捉えられるものではなく、子どもが言語を使ったり学んだ
りする文脈において、どのような自分を見せたいのかという思いと密接に関わっていると
いえる。そして、そのような子どもの姿を捉えることは、子どもの動態的なアイデンティ
ティの様相を捉えることでもあると考えられる。その一方で、今回の実践では子ども自身
がどのように自分と向き合い、このような思いを抱いていくのか、そして、教師は子ども
たちのアイデンティティ構築をどのように支えていくべきなのか、ということについては
十分に検討することができなかった。その点を考察することが、次の課題となる。  
 
5．研究課題 2―子どもたちの「ことばとアイデンティティ」を支えること  
次に、研究課題 2「子どもたちのことばとアイデンティティを支える教育実践とはどの
ようなものか」ということについて検討する。この課題を検討するために、台湾系の中華
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学校「横浜中華学院」の中学校 1 年生 21 名のクラスで実践した、二つの作文の授業実践
を振り返った。この授業実践の目的は、書く力の育成を通して、子どもたちが自分の生と
向き合うことであった。この授業実践をデザインした理由は、日常生活のなかでさまざま
な枠づけに翻弄される子どもたちが、ありのままの自分を知り、それを受け入れたうえで、
自分らしく生きていって欲しいという教員としての思いがあったからである。そこで、自
分の生をナラティブとして生成することが子どものアイデンティティを培う（ブルーナー  
2004）という考え方に立脚し、子どもたちが書くことによって、自らの生をナラティブと
して生成することばの力を育成することが、子どもたちのアイデンティティ構築を支えて
いくことにもなると考え、このような実践を行った。  
分析と考察の結果、子どもたちが書くことを通して、複数言語環境で生きる自分や自分
の世界を知るなかで、迷いや違和感を抱く自分に気づいたり、自分の立ち位置を模索した
りする様子が見えてきた。日本国籍のない自分が日本で生きていくことの意味を考えたり、
日本と台湾とを行き来する自分にとってのふるさとの意味を考えたり、日本人である自分
がなぜ中華学校にいるのだろうと考えたりしながら、子どもたちは自分自身に向き合って
いた。その生を捉える一連のプロセスにおいて、書けなくなったり、クラスメイトのナラ
ティブに触れることによって再び書いてみようとしたりする様子も見えてきたのであった。 
また、子どもたちの捉えた生の内実からは、子どもたちが自分の生活世界をどのように
認識しているのかが見えてきた。子どもたちは、自分が今いる場所だけでなく、これまで
移動してきた場所や、移動あるいは存在する可能性のあった場所を含めて自分の生活世界
を認識していることが分かった。そして、自分なりの思いや考えを記述していくなかで、
自分の抱く迷いや違和感に自分なりの答えを出そうと模索していたのである。これらのこ
とから、言語的にも認知的にも発達途上にある子どもたちが、たとえ不確かであっても、
現在の自分のありのままの思いをナラティブとして生成するためのことばの力を育成する
ことが重要であると考えられる。そのうえで、さらに検討しなければならないのは、この
ような子どもたちの生活世界に対する認識と感情をふまえると、教師はどのように子ども
たちに必要なことばの力を捉え、それを実際の実践で育てていくべきなのかということで
あろう。この点を考察することが、次の課題となる。  
 
6．研究課題 3―子どもたちの「ことばの力」を捉え直すこと  
最後に、研究課題 3「子どもたちのことばの力を捉え直し、実践を再編成するとはどう
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いうことか」ということについて検討する。この課題を明らかにするために、海外の日本
人学校「シンガポール日本人学校」における実践を取り上げた。具体的には、筆者の同僚
であった佐倉先生（仮名）という教員が、小学校 6 年生 23 名のクラスで実施した「移動
しながら生きる自分と向き合う」授業実践を通して、教師が子どもたちのことばの力を捉
えるとはどのようなことなのか、そして、そのことばの力をふまえて実践を再編成してい
くとはどういうことなのかを考察した。分析では、佐倉先生が子どもたちのことばの力を
どのように捉えて授業実践に至ったのかという経緯と授業実践における子どもたちの様子、
そして、その後の佐倉先生と子どもたちの様子を含めた一連のプロセスを記述した。  
考察の結果、移動のなかで生きる子どもたちにとっては、日本語能力の高さ・低さにと
らわれないことばの力の育成を含めた教育実践が必要だということが示唆された。佐倉先
生は、転出入の激しい日本人学校の子どもたちと関わるなかで、子どもたちが人とのつな
がりや絆を実感し、安心して成長していくための仕掛けづくりが必要であると思うように
なった。そして、そのためには、子どもたちが「自分の生活を語ることばの力」を獲得す
ることが有効なのではないかと考えるようになり、上記の実践を行うに至ったのである。
このことから、子どもたちの日常生活とことばの実態を丁寧に見極めることから出発し、
移動のなかで生きる子どもたちに必要なことばの力を捉えていくことが重要であるという
ことが明らかになった。よって、従来のように、子どもたちが日本語を理解したり運用し
たりする力を十分にもっているかどうかに限定して子どもたちのことばの力を捉えるとい
う見方では、移動のなかで生きる子どもたちが必要とすることばの力を見落としてしまう
可能性が生じるのであり、教師はそのことに自覚的にならなければならない。  
また、教師が実践をデザインし、子どもたちと向き合うときには、自分自身のもつ前提
や固定観念を相対化したうえで、子どもたちの意味世界や学びを解釈しようとすることが
重要であることも示唆された。その際、それらを捉える教師側の解釈というのも、一人ひ
とりの教師のバックグラウンドや言語教育観に影響を受けていることをふまえて、多角的
な視点から子どもたちの生きる意味世界や学びを解釈しようとすることが重要であると考
えられる。そうすることで、移動のなかで生きる子どもたちにとって意味のあることばの
力を育成する実践へと再編成されていくのではないだろうか。  
 
7．総合考察―日本語を学ぶ子どもたちの生きる生活世界  
本研究における一連の実践から得られた知見を総合的に検討し、校種という枠を超えて
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日本語を学ぶ子どもたちの生活世界を俯瞰的に考察した結果、以下の三点が見えてきた。  
① 移動のなかで生きる子どもたち  
 まずは、子どもたちの生活世界の基盤となっているのは、彼らが移動しながら生きてい
るという現実である。一連の実践を通して、子どもの言語生活、アイデンティティ構築、
ことばの力を捉えていくなかで、その具体的な様相が見えてきた。X 国へ移住することが
決まった自分が、どのように英語と日本語を使ったり学んだりするべきなのかに揺れ動い
ていたエルの姿や、日本と台湾を行き来する自分の居場所はどこなのかに葛藤していた中
華学校の中学生の姿、そして、世界中を移動する自分にとってふるさととは何を意味する
のかに悩んでいたシンガポールの小学生の姿からは、子どもたちの生活世界が、いかに今
いる場所に限定されない幅広いものであるかが見えてくる。実際の移動の経験だけではな
く、言語間の移動や、それに付随する教育経験、あるいは、自分が移動していたかもしれ
ないという想像を含めて、子どもたちの生活世界の基盤には「移動のなかで生きる」とい
う現実が広がっている。その経験や意識を通して、主観的な言語資源の意味や、自分の生
に対する捉え方が構築されたり、再構築されたりしていくのである。  
② 生活世界のなかで揺れ動く子どもたち  
そのうえで着目すべきは、上記のような生活世界に対する子どもたちの認識と感情であ
る。確かに、子どもたちは今いる場所に限定されずに自分の生活世界を認識し、自分自身
を捉えている。一方で、そのような幅広い世界のなかで生きる自分に納得しようとしたり、
自分の抱く迷いや違和感に何とか答えを出そうと揺れ動いたりする姿が見えてきたのであ
る。特に、年齢が上がるに連れて自分を取り巻く世界が客観的に見えるようになってきた
と思われる、シンガポールの小学校 6 年生の児童や、中華学校の中学 1 年生の生徒たちの
作文からは、そのような思いが顕著に伝わってきた。家族の都合でこれから先もさまざま
な国を移動しながら生活していくことを確信している女子児童は、他者に対して自分をど
う語るべきかに悩んでいた。日本語の名前をもたない中華学校の男子生徒は、自分が生き
る場所とは、生まれ育ったはずの日本ではないかもしれないと葛藤していた。このような
悩みや葛藤は、ことばを通した他者とのやり取りのなかで、自分が周りからどう思われて
いるのか、そして、周りに対してどのような自分を提示したらよいのかが、子どもたちの
なかで定まらないことによって生じているようだった。それでも子どもたちは、自分自身
に折り合いをつけ、自分の思いに何かしらの答えを見つけようとしていたのである。この
ように、自分自身の生活世界に対するさまざまな認識と感情のなかで揺れ動く子どもたち
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を支えていくという点に、ことばの教育の果たす役割があるのではないだろうか。  
③ 子どもたちにとって必要なことばの力  
 子どもたちの生活世界と、そのなかでさまざまな認識と感情をもって揺れ動く子どもた
ちの姿から見えてくるのは、子どもたちにとって、どのようなことばの力が必要なのかと
いうことである。一連の実践から見えてきたことは、子どもたちが必要とするのは、移動
のなかで翻弄されながら生きる子どもたちの心を支え、自分らしく生きていくためのこと
ばの力であったといえる。今回の実践でいえば、自分の言語資源や言語学習の意味に戸惑
ったときに、その意味を考えていくためのことばの力、あるいは、自分の生き方やあり方
に迷ったときに、自分を見つめ直し、自分自身や自分の生活を語ることばの力を獲得して
いくといったことである。そして、このようなことばの力とは、教師が子どもたちと過ご
す日常を丁寧に見極めることから出発し、子どもたちが必要とする力とは何か、その力を
どのように育てていくことができるのか、という視点によって見出されていくものである。
この点にこそ、年少者日本語教育の新たな課題があるのではないだろうか。  
 
8．結論―年少者日本語教育実践の変革に向けて  
 以上をふまえ、年少者日本語教育実践が従来の限定的な枠組みを脱却し、子どもたちの
生活世界を視野に入れた新たな教育実践へと転換していくためにはどうすればよいのか、
という本研究の問いに対する答えを述べると、日本語を学ぶ子どもたちの生活世界の基盤
にあるのは移動のなかで生きているという現実であると認識し、そのなかで揺れ動く子ど
もたちを支えるためには何が必要かを見極め、そのためのことばの力を育成していくべき
である、ということになる。つまり、従来のように今いる場所という固定的な視点からで
はなく、子どもたちの生活世界という視点から実践を構想していくことが、教育現場には
求められているのである。以上のことをふまえ、今後の年少者日本語教育研実践に向けた
具体的な示唆をまとめる。  
① 移動のなかで生きる子どもたちを育てる教育へ  
一点目は、日本の公立学校、海外の日本人学校、日本の外国人学校といった従来の枠組
みを超えて、これまで別々に議論されてきた子どもたちのことばの教育を、日本語を学び、
移動のなかで生きる子どもたちを育てるための教育として包括的に議論することである。
従来のように校種という枠が残されたままの議論では、それぞれの学校の特色や設立され
た背景といった前提のなかで教育実践が展開されてしまう。日本の学校であれば、日本語
 10  
母語話者の日本人の子どもに近づける教育、日本人学校であれば、いずれ子どもを日本に
帰すための教育といったように、固定化された枠組みのもとで実践が構想されてしまうの
である。しかし、本研究で明らかになったように、たとえ今いる学校が違ったとしても、
日本語を学ぶ子どもたちの生活世界とは、移動のなかで生きているという現実が基盤とな
っており、子どもたちがそのような生活世界のなかで、さまざまな認識と感情をもって揺
れ動いているという点で共通している。そう考えると、学校の特色や背景によって子ども
たちの捉え方や教育実践のめざす方向が規定されてしまうという従来のあり方は、子ども
たちの生きる実態にそぐわない。よって、教育現場において必要なことは、移動のなかで
生きる子どもたちの生活世界を理解し、彼らの視点から実践を立ち上げていくことである。 
② 複言語・複文化的アイデンティティを育てる教育へ  
二点目は、言語教育実践における子どもたちのアイデンティティ構築を考えるときには、
実践を通して、子どもたちの複言語・複文化的アイデンティティを育てていく視点をもつ
ことである。本研究の実践では、子どもたちのアイデンティティを、自らのもつ言語資源
に対する感情や振る舞い、そして、ナラティブ・アイデンティティの観点から考察した。
双方に共通して見えてきたことは、子どもたちが移動にともなう複言語・複文化体験のな
かで、さまざまな感情をもち、時には悩んだり葛藤したりしながら揺れ動いている姿であ
った。自分の言語資源とどのように向き合い、それにともなう経験にどのような意味を与
え、そのうえでどのような自分として生きていくのかということは、子どもたちの人生を
左右する重要な課題である。よって、教育実践において重要なことは、そのような認識と
感情のなかで揺れ動く子どもたちを見守り、子どもたち自身が納得する答えを見つけられ
るよう支えていくことではないだろうか。したがって、教育現場においてできることは、
日本語を学ぶ子どもたちを複言語・複文化的アイデンティティをもつ存在として受け止め、
子どもたちがアイデンティティを構築していくプロセスにおいて必要とすることばの力を
育てていくということになる。  
③ 複言語・複文化能力の育成を視野に入れたことばの教育へ  
三点目は、複言語・複文化能力の育成を視野に入れたことばの教育を実践するというこ
とである。複言語・複文化能力とは、「母語を含む二つ以上の（母語話者基準からすれば部
分的な）言語リソース、出身文化を含む二つ以上の文化リソースの寄せ集めから、個人の
アイデンティティ戦略に照らして、相手しだい、状況しだいで一部を選び出し、コミュニ
ケーション方法を調整する能力」（姫田  2015、p.122）だといわれる。そして、複言語・
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複文化能力を育成していくためには、自らの複雑な言語資源と言語使用・言語学習の経験
や文化体験をレパートリーとして意識し、それを自分で取捨選択していくことが必要であ
るのだという。この考えに依拠すれば、子どもたちの複言語・複文化的能力の育成を視野
に入れた教育実践を通して、子どもたちがこれまでの人生で経験し、積み上げてきた複言
語・複文化的学びが、たとえ部分的で不均質であったとしても正当で価値のあるレパート
リーであるという意識を育てていくことができると考えられる。つまり、自分自身の経験
や学びに意味があるのだということを子どもたち自身が実感することによって、教育現場
においては、子どもたちの揺れ動くアイデンティティ構築を支えていくことができるので
あり、その点を視野に入れたことばの教育を実践していくことが重要となる。  
 
9．まとめ―自らの生に対する連続性を生み出すことばの教育実践  
以上の議論をまとめると、子どもたちの生活世界から構想する年少者日本語教育とは、
どのようなものだということができるのだろうか。本研究では、異なる三つの学校現場を
フィールドに子どもたちの生活世界を明らかにしていくなかで、いかに日常から教育実践
が立ち上がっていくのかというプロセスを提示してきた。なかでも、子どもたちがことば
によって自分自身を語るということを何より重視してきた。それは、人が自分自身を語る
という行為の重要性とは、自らの生に対する連続性の感覚を生み出すことにあると考える
からである。人間は日常の意味を生きる存在であり（シュッツほか  2015）、ことばを通し
て自らの日常に意味を与え、生活世界を形成していくのは、子どもたち自身である。その
ためには、ことばを通して自らの経験や記憶を語る場所が提供されること、そして、その
ために必要なことばの力を獲得することが必要である。本研究を通して見えてきたように、
子どもたちの生活世界の基盤には、移動しながら生きているという現実があり、子どもた
ちは、そのなかで揺れ動いている。そのような子どもたちが、自らのもつ言語資源や言語
レパートリーの価値を認め、複言語・複文化的アイデンティティをもつ自己として、世界
中どこへ行ったとしても自分らしく生きていくためには、子どもたちが自らの生を語るた
めのことばの力を獲得し、自分の生に対する連続性を、自身の力で生み出していくことが
不可欠なのではないだろうか。その点にこそ、本研究のめざす「ことばの教育」が果たす
最大の役割がある。以上のことをふまえると、子どもたちの生活世界から構想する年少者
日本語教育とは、日本語を含む複数の言語を学び、移動のなかで揺れ動きながら成長する
子どもたちの生活世界に寄り添い、自分の生に対する連続性を自ら生み出していくための
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ことばの力を育んでいく教育実践であるということができる。このような実践は、子ども
たちにとって「ことば」とは何のためのものなのか、何のために「ことばの力」を必要と
するのかということを追求した新たな教育実践のあり方であり、従来の教育実践が見落と
してきた重要な側面であるといえる。このような考え方に基づき、それぞれの教育現場に
おいて、一人ひとりの実践者が子どもたちと過ごす日常の生活世界に注視し、そこから子
どもたちに何を語らせるべきなのか、子どもたちに何を考えさせたいのかを吟味していく
ことが重要である。その問題意識を出発点として、それぞれの現場で実現可能な実践方法
を編み出していくことにより、単に言語として日本語を学ぶこと以上に子どもたちの成長
にとって必要なことばの力を育成していくことができると考えられる。  
 
10．今後の課題と展望  
最後に、今後の課題と展望を次の二点から述べる。一点目は、これまでさまざまな教育
現場において行われてきた実践と、本研究の視点がどのようにつながり、どのように発展
していくのかを具体的に明らかにしていくことである。本研究で主張することばの教育と
は、すでにある日常の実践の一部分である。よって、さまざまなフィールドの実践者たち
が、本研究の視点をもち、自らの実践を眺めてみると、その見え方が変わったり、子ども
たちに対する理解が深まったりしていくと考えられる。その具体的な様相を明らかにして
いくことが、今後の課題となる。二点目は、「学校」という枠組みの外で日本語と関わる子
どもたちの実態を明らかにしていくことである。グローバル化の加速する現代において、
多様な日本語の力をもつ子どもや、さまざまなスタイルで日本語と関わる子どもの数は、
当然増加していくと考えられる。したがって、今後は「学校」という枠組みさえも超えた、
多様な子どもたちのことばを育てていくための教育を構想していくことが望まれるだろう。 
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